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シ ル ク ロー ド学 研 究 紀 要 voLl3

枠 機 【IFC-5】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月13日

カ ー ナ ー ム (Kahnamu)村

ア ゼ ル バ イ ジ ヤ ン

(Azerbaidzhan)

カ ー ナ ーム

テヘ ラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開口具設置方式

'傾斜式枠機

木,鉄(経 糸張力調整用ジャッキ)

全高350cm,全 幅500cm

固定式

輪状整経式

開口保持棒可動式

構 成 部 品

 機枠    '<図IFC-5-a-1>

 経 糸 保 持 具  上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-5-a-2>

        下 部経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-5-a-3>

 経糸間接保持具:経 糸 張 力 調 整 用 ジ ャ ッキ

         (3本)<図IFC-5-a-4>

 開 口具   ●開 口 保 持 棒 く図IFC-5-a-5>

 緯 入具   '板 金 状 緯 入 具(太 い 緯 糸 用)

        <写 真IFF-4-1-a>と 同様

 緯 打 具    :櫛 状 緯 打 具

 そ の他    座 板 く図IFC-5-a-6>

その設置方式は可動式であるが、経糸の実際の開口

操作では、開口保持棒はほとんど動かされることは

ない。この枠機の機織 りには、太い緯糸 と細い緯糸

が使われてお り、これらの緯糸を使用 した機織 りの

操作 については、先 に提示 した枠機 【IFF-4】の場

合 と同様である。なお、パイル織の糸の結びは、 ト

ルコ結びであった。また、この家の枠機には、1970

年頃 までは固定式の輪状綜続が使われていたとい

う。

lFC-5-1 全 景

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

パ イ ル織

:平 織 変 化 組 織

羊 毛,絹

:カ ー ペ ッ ト

:600cm(全 周)

400cm

織り手 .男 性3人

調査メモ

枠機は住居室内の壁際の床に設置され、織 り手は座

板に座って機織 りをしていた。上部経糸保持棒と下

部経糸保持棒のあいだには、ジャッキ状の経糸張力

調整用ネジ金具が3本 取 り付けられてお り、上部経

糸保持棒の高 さを変えて張力を調整する仕掛けとな

っている。開口具としては開口保持棒があるのみで、 lFC-5-a 構造 図
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枠 機 【lFC-6】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月15日

ヨ ル ゴ ナ ガ イ(Yolgounagaj)村

トル ク メ ン (Turkmen)

ヨル ゴナ ガ イ・

テ ヘ ラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

傾斜式枠機

木,鉄(経 糸張力調整用 ネジ金具)

全高132cm,全 幅123cm

固定式

輪状整経式

綜続固定・開口保持棒可動式

構 成 部 品

 機i枠    ●<図IFC-6-a-1>

 経 糸 保持 具  ヒ部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFG6-a-2>

        下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-6-a-3>

 経糸間接保持 具:経 糸張 力 調 整 用 ネ ジ金 具

        (2本)<図IFC-6-a-4>

 開 口具   :輪 状 綜 続 く図IFC-6-a-5>

        開 口保 持 棒 く図IFC-6-a-6>

 綜 続 固定 具 .木 片(2個)<図IFC-6-a-7>

 緯 打 具    針 状 緯 打 具 く写 真IFC-6-2-a>

        櫛 状 緯 打 具 く写 真IFC-6-2-b>

 緯 打 補助 具  緯 糸打 ち 締 め 糸

 そ の 他   .座 板,パ イ ル糸 切 断 用 ナ イ フ,

        櫛 く写 真IFC-6-1>,鋏

整用ネジ金具として、ボル トが上部経糸保持棒に取

り付けられてお り、機枠の棒の上部の穴を貫通 して、

ナットで締め付けられている。この枠機による機織

りでは、太い緯糸 と細い緯糸が使われていた。開[

保持棒 を下に移動させた状態で、開口部に太い緯糸

を通し、櫛状緯打具で打ち込んでか ら開口保持棒を

上に移動し、経糸を手で押 しなが ら逆開口部に細い

緯糸が通される。その後に細い緯糸が、針状の緯打

具でゆるめに打ち込まれ、開口保持棒を下に移動さ

せたのちに、開口部に緯糸打ち締め糸を入れて、櫛

状緯打具で強 く打ち込まれる。なお、パイル織の糸

の結びは トルコ結びであった。

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

:パ イ ル織

平 織 変 化 組 織

羊 毛

:カ ーペ ッ ト

:240cm(全 周)

90cm

lFC-6-1櫛 で パ イ ル糸 を揃 え る
IFC-6-2 針状緯打具一a

櫛状緯 打具 一b

織り手
●女 性1人

調査メモ

枠機は、住居の土間の壁に立てかけられており、機

織 りは、座板に腰掛けておこなわれていた。上部経

糸保持棒の両端は、機枠の左右の棒に穿たれた穴に

差 し込まれている。この穴の内部には、経糸張力調 lFC-6-a 構 造 図
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シ ル ク ロ ー ド学 研 究 紀 要 voLl3

枠 機 【IFC-7】

調査年月日

調査地

民族名

:1998年9月28日

:マ シ ュ ハ ド(Mashhad)市

:ペ ル シ ア(Persia)

テヘ ラ ン

マ シュハ ド

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 機枠

 経糸保持具

経糸間接保持具

開口具

緯入具

緯打具

経糸整列具

その他

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

用途

経糸全長

織幅

織り手

傾斜式枠機

木,鉄(経 糸張力調整用ジャッキ)

データな し

固定式

輪状整経式

開口保持棒可動式

<図IFC-7-a-1>

上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

<図IFC-7-a-2>

下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

<図IFC-7-a-3>

経 糸張 力 調 整 用 ジ ャ ッキ

(4本)<図IFC-7-a-4>

開 口保 持 棒 く図IFC-7-a-5>

板 金状 緯 入 具(太 い緯 糸 用)

<写 真IFF-4-1-a>と 同 様

櫛 状 緯 打 具 く写 真IFC-7-4-a>

輪 状 綜 続 型 経 糸 整 列 具

く図IFC-7-a-6>

座 板 く図IFC-7-a-7>

パ イ ル糸 打 ち 込 み 具

く写 真IFC-7-4-b>

パ イ ル糸 切 断 用 ナ イ フ

<写 真IFC-7-4-c>

パ イ ル織

平 織 変 化 組 織

羊 毛(経 糸)

絹(緯 糸,パ イ ル 糸)

カー ペ ッ ト

600cm

300cm

男1人

調 査 メ モ

この 枠 機 く写 真IFC-7-1>は 、 シー ア派 総 本 山 直 営 の

大 規 模 な カ ー ペ ッ ト工 場(Asjone Ouods Razavi

Procurment Producing Carpet Company)で 使 用

され て い た。 機 織 りに は350人 が 従 事 して お り、 男

女 の 割 合 は2:1で 、 男 女 別 々 の棟 で機 織 り作 業 が お

こ な わ れ て い た 。 こ こで 織 られ た カ ー ペ ッ トは お も

にモ ス クで使 用 され る。 枠 機 の サ イ ズ は 大 小 さ ま ざ

ま で あ る が 、 構 造 は 基 本 的 に 同様 の もの で あ った 。

機 織 りは 機 枠 の 前 に渡 した板 の 上 に 座 っ て お こな わ

れ て お り、 座 板 は機 織 りの状 況 に 応 じて 高 さが 調 整

され て い た 。 上 部 経 糸保 持 棒 と、 そ の す ぐ下 に渡 さ

れ た 横 棒 との あ い だ に は4本 の ジ ャ ッキ が 取 り付 け

られ て お り、 上 部 経 糸 保 持 具 の 高 さ を変 えて 張 力 を

調 整 す る仕 掛 け とな っ て い る。 開 口具 と して は、 開

口 保 持 棒 が あ る だ け で 、 輪 状 綜 続 と見 え る 部 品 く図

IFC-7-a-6>は 輪 状 綜 続 型 経 糸 整 列 具 と して 機 能 して

いる。開口具の設置方式は

開口保 持棒可動式 である

が、経糸の実際の開口操作

では、開口保持棒はほとん

ど動か されることはない。

この枠機の機織 りには、太

い緯糸 と細い緯糸が使われ

てお り、これ らの緯糸を使

用 した機織 りの操作につい

て は、先 に提 示 した枠機

【IFF-4】の場合 と同様であ

る。なお、パ イル織の糸の

結びは7割 程度の カーペ ッ

トがペルシャ結びで、その

他は トルコ結びであるとい

うことであったが、この機

はペルシャ結びであった。

lFC-7-a 構 造 図
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[診

lFC-7-1 全 景

IFC-7-b模 式 図

IFC-7-2 パ イル糸 の打ち込み

IFC-7-4 緯 打 具 一a,パ イ ル 糸 打 ち 込 み 具 一b,ナ イ フーc

lFC-7-3 側 面 lFC-7-5 同 じ工 場 に あ っ た大 型 の枠 機
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シル ク ロー ド学 研 究 紀 要 vol.13

枠 機 【lFC-8】

調査年月日

調査地

民族名

'1998年9月9日

ル ー シ ャ ー ン(Loushan)市

'ロ ル (Lor)

ル ー シャー ン

テ ヘ ラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

垂 直 式 枠 機

鉄,木(綜 続 棒,開 口保 持 棒)

全 高140cm,全 幅125cm

固定 式

:輪 状 整 経 式

.開 口保 持 棒 可 動 式

構 成 部 品

 機枠     .<図IFC-8-a-1>

 経 糸 保 持 具  上 部経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-8-a-2>

        下 部経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-8-a-3>

 経 糸間接保持具:経 糸 張 力 調 整 用 ネ ジ金 具

         (2本)<図IFC-8-a-4>

 開 口具   ●開 口 保 持 棒 く図IFC-8-a-5>

 綜 続 固 定 具  .機 枠 く図IFC-8-a-1>

 緯 入 具   :板 金状 緯 入 具(太 い緯 糸 用)

        <写 真IFF-4-1-a>と 同 様

 緯 打 具    櫛 状 緯 打 具

        く写 真IFF-6-2-a>と 同様

 経 糸 整 列 具  輪状 綜 続 型 経 糸 整 列 具

        く図IFC-8-a-6>

 そ の 他    パ イル 糸 切 断 用 ナ イ フ

で締めて、経糸の張力が調整されている。開口具と

しては開口保持棒があるだけで、輪状綜続 と見える

部品く図IFC-8-6>は 、輪状綜続型経糸整列具 として

機能している。開口保持棒の設置方式は開[保 持棒

可動式であるが、経糸の実際の開口操作では、開[

保持棒はほとんど動かされることはない。この枠機

の機織 りには、太い緯糸と細い緯糸が使われてお り、

これらの緯糸を使用 した機織 りの操作については、

先に提示 した枠機 【IFF-4】の場合と同様である。

なお、パイル織の糸の結びは トルコ結びであった。

製織中の織物

 織手支法      パイル織

 地組織    平織変化組織

 素材     羊毛

 用途     カーペ ット

 経糸全長  :202cm(全 周)

 織巾畠        :63cm

lFC-8-1 全 景

織り手
●女 性1人

調査メモ

この枠機では、上部経糸保持棒の両端に、経糸の張

力調整用のネジ金具 として、ボル トが取 り付けられ

ており、機枠上部の横棒に貫通したボル トをナット lFC-8 構 造 図
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枠 機 【lFC-9】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月14日

.ア フ タ バ(Akhtapah)村

ク ル ド (Kurd)

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

傾斜式枠機

木,鉄(経 糸張力調整用ジャッキ)

全高350cm,全 幅500cm

固定式

輪状整経式

開口保持棒可動式

構 成 部 品

 機 枠    ○<図IFC-9-a-1>

 経 糸 保 持 具 .上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-9-a-2>

        下部 経 糸保 持 棒(横 木)

        <図IFC-9-a-3>

 経糸間接保持具:経 糸 張 力 調 整 用 ジ ャ ッキ

        (4本)<図IFC-9-a-4>

 開 口具   '開 口 保持 棒 く図IIFC-9-a-5>

 緯 入 具   '板 金状 緯 入 具

        く写 真IFF-4-1-a>と 同 様

 緯 打 具   :櫛 状 緯 打 具

        く写 真IFF-4-1-d>と 同様

 開口部記憶紐 .<図IIFC-9-a-6>

持棒があるのみで、綜続は存在 していない。開口具

の設置方式は開口保持棒可動式であるが、経糸の実

際の開口操作では、開口保持棒はほとんど動かされ

ることはない。また、機織 りには、太い緯糸と細い

緯糸が使われている。これ らの緯糸を使用した機織

りの操作については、先に提示 した枠機 【IFF-4】

の場合とほぼ同様であるが、この枠機では、太い緯

糸が3回 通された後に、細い緯糸が1回 の割合で通

されていた。パイル織の糸の結びは トルコ結びであ

った。

lFC-9-1 全 景

製織中の織物

 織技法     .パ イル糸哉

 地組織    平織変化組織

 素材     羊毛

 用途     カーペット

 経糸全長  :600cm(全 周)

 糸哉巾畠       :400cm

織 り手 女性3人,男 性1人

調査メモ

枠機は住居室内の壁際の床に設置されてお り、4人

の織 り手は枠機の前に渡 された厚い板の上 に座 っ

て、機織 りをしていた。上部経糸保持棒 と下部経糸

保持棒のあいだには、経糸の張力調整用ジャッキが

4本 あ り、 ヒ部経糸保持棒の高さを変えて張力を調

整する仕掛けとなっている。開口具としては開口保 lFC-9-a 構 造 図
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シ ル ク ロ ー ド学 研 究 紀 要 vol.13

枠 機 【lFJ-1】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月15日

タ パ マ フ マ デ イ

(Tapahmahmmady)村

ク ル ド (Kurd)

テ ヘ ラ ン

タパ マ フマデ ィ

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 機i枠

 経糸保持具

経糸間接保持具

経糸中継棒

開口具

綜続固定具

緯打具

その他

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

傾斜式枠機

鉄

木

(綜続棒,開 口保持棒,経 糸中継棒)

全高164cm,全 幅139cm

固定式

擬似輪状整経式

綜続固定・開口保持棒可動式

<図IFJ-1-a-1>

上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

<図IFJ-1-a-2>

下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

<図IFJ-1-a-3>

経 糸 張 力 調 整 用 ネ ジ 金 具

(2本)<図IFJ-1-a-4>

<図IFJ-12-a-5>

輪 状 綜 続 く図IFJ-1-a-6>

開 口 保 持 棒 く図IFJ-1-a-7>

把 手 状 固 定 具(2本)

<図IFJ-1-a-8>

櫛 状 緯 打 具 〈写 真IFJ-1-1-b, c>

パ イ ル 糸 切 断 用 ナ イ フ

<写 真IFJ-1-1-a>

櫛 く写 真IFJ-1-1-d>

鋏 〈写 真IFJ-1-1-e>

:パ イ ル糸哉

:平 織 変 化 組 織

:羊 毛

:カ ー ペ ッ ト

:290cm(全 周)

82cm

調査メモ

この枠機は、住居室内の壁に立てかけられてお り、

機織 りは床に座っておこなわれていた。 ヒ部経糸保

持棒の両端には、経糸張力調整用ネジ金具として、

ボル トが取 り付けられてお り、機枠r部 の横棒を貫

通したボル トをナットで締め付けて、経糸の張力が

調整されている。開口具の設置方式は、綜続固定 ・

開口保持棒可動式であ り、開口保持棒を ヒ下に移動

させることによって、経糸の開[と 逆開[が おこな

われていた。また、緯糸には、太い緯糸と細い緯糸

が使われ、開口部に太い緯糸、逆開[部 に細い緯糸

が通されていた。パイル織の糸の結びは トルコ結び

であった。

lFJ-1-1 ナ イ フ ーa,緯 打 具 一b, c,

    櫛 一d,鋏 一e

織 り手 女性2人

lFJ-1-a 構 造 図
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lDJ-1-b 模 式 図

IFJ-1-2 全景

IFJ-1-4 綜 続 棒 一a, 開 ロ 保 持 棒 一b, 経糸中継棒一c

IFJ-1-3 パ イル糸 を結 ぶ IFJ-1-5 製織途中の織物
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